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【生物 （解答）】 
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[解説] 

ヒトでは 23対(46本)の相同染色体が存在し，配偶子形成における減数分裂で，1対(2本)の相同

染色体から 1本の染色体が選ばれる場合の数は 2 通りであるから，23対(46 本)の相同染色体か

ら 23本の染色体が選ばれる場合の数は 223通りとなる。すなわち，精子と卵の染色体の組み合わ

せはそれぞれ 223 通りであるから，1 組の夫婦から生まれてくる子どもの染色体の組み合わせは

223×223＝246通りとなる。 
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【生物 （講評）】 
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